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System Consultant Wave  

4 月 6 日（金）学ぶ心 

人は教わらず、また学ばずして何一つとして考えられる

ものではない。幼児のときは親から、学校では先生から、

就織すれば先輩から、というように教わり、学んでのちは

じめて自分の考えが出るものである。 

学ぶという心がけさえあれば、宇宙の万物はみな先生と

なる。物言わぬ木石から秋の夜空に輝く星くずなどの自然

現象、また先輩の厳しい叱責、後輩の純粋なアドバイス、

一つとして師ならざるものはない。どんなことからも、ど

んな人からも、謙虚に、素直に学びたい。学ぶ心が旺盛な

人ほど、新しい考えをつくり出し、独創性を発揮する人で

あるといっても過言ではない。 

 

4 月 7 日（土）会社のよさを話す 

外に出て自分の会社のことを悪く言う社員がいる。それ

はやはり社員の教育が十分にできていないからであろう。

つまり、中には個人的不満があって会社の欠点を言う人も

あろうが、より多くは、会社のよさというものが社員によ

く理解されていないからそういうことになるのだと思う。 

この会社はこういう創業の理念を持ち、こういった歴史、

伝統があるのだ、こういうことを使命としているのだ、そ

してこのように世間に貢献し、これだけの成果を上げてい

るのだ、ということを常日ごろから社員に教えるというか

訴える。そういうことがきわめて大事だと思うのである。 

 

4 月 8 日（日）同僚の昇進に拍手 

 われわれ人間としてありがちなことですが、いかにも肚

が小さいのではないかと思うことがあります。たとえば、

同じ職場の同期の誰かが昇進すると、それをしっとする、

そしてひがむということが少なくありません。また反対に

失敗した人があると、かげで喜ぶという心の貧困な風景も

あるようです。そういう人は、それこそ昇進させるに不足

な人間なのです。人間ができていないことを公表している

ようなものだと思います。 

 ひとの昇進や成功に拍手を送る素直な心を持ち、日々の

仕事に命がけで打ち込むなら、そういう人に適当な処遇を

しない職場は、まずないであろうというのが、私の考えで

す。 

 

4 月 9 日（月） 魂を入れた教育 

“事業は人なり”と言われるように、人材の育成という

ことは非常に大切だと思います。最近ではどこの会社や商

店でも、従業員教育の制度や組織をもうけたりして、教育

に力を入れているようですが、やはり何よりも大切なのは、

その教育にいわば魂を入れることだと思うのです。 

つまり、経営者なり店主の人格の反映というものが、そ

こになくてはならないということです。それは言いかえれ

ば、経営者なり店主が働きにおいて模範的であること、熱

心であるということです。経営者、店主にそういうものが

あればしぜん従業員にも反映して、従業員の模範的な働き

が生まれ、人が育ってくると思うのです。 

 

 

4月10日（火）国民の良識を高める 

 民主主義の国家として一番大事なものは、やはりその民

主主義を支えてゆくにふさわしい良識が国民に養われて

いるということでしょう。さもなければその社会は、いわ

ゆる勝手主義に陥って、収拾のつかない混乱も起こりかね

ないと思います。 

ですから、国民お互いがそれぞれに社会のあり方、人間

のあり方について高度な常識を養っていかなければなり

ません。国民の良識の高まりという裏付けがあってはじめ

て、民主主義は花を咲かせるのです。民主主義の国にもし

良識という水をやらなかったならば、立派な花は咲かず、

かえって変な花、醜い姿のものになってしまうでしょう。 

 

4 月 11 日（水）新人社員を迎えて 

 新入社員を迎えると、会社にも個々の職場にも新鮮な雰

囲気が生まれてくる。先輩の人びとも、自分の初心を改め

て思い起こし、そこにみずから心機一転の思いを持つ。こ

の時期は一つの飛躍のための得がたい機会であるとも言

える。 

しかし、そうしたプラス面とともに、新入社員が加わる

ことによるマイナス面も見忘れてはならない。いかに優秀

な素質を持った人でも、仕事についてはまったく経験がな

いのだから、先輩が一から教えなければならない。という

ことは、先輩たちの能率も落ち、会社全体の平均的な実力

は一時的には低下してしまう。このことをはっきり認識し

た上で、さらに気を引き締めてやることが大切だと思う。 

 

4 月 12 日（木）夢中の動き 

「この観音さまはノミがつくってくれた。自分は何も覚

えていない」というのは、版画家、棟方志功さんの言葉で

ある。私はたまたまこの棟方さんが観音さまを彫っておら

れる姿をテレビで拝見し、その仕事に魂というかすべてを

つぎ込んでおられる姿に深く心を打たれた。一つ一つの体

の動きが意識したものでなく、まさに“夢中の動き”とで

もいうか、そんな印象を受けたのである。その姿から、人

間が体を動かしてする作業というものの大切さをつくづ

くと感じさせられた。 

機械化に懸命な今日だからこそ、魂の入った作業という

ものの大切さを、お互いに再認識する必要があるのではな

いだろうか。 

 

 


